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COCA（Corpus of Contemporary American English）は、Brigham Young University の Mark 

Davies 教授の提供サイトに公開されている、汎用コーパスのひとつです。無料で使用できるコー

パスの中では最大で、とても使いやすい優れたツールなので、COCA の使い方を理解すれば、様々

な英語の研究に役立てられます。 

 

では、さっそく COCA を開いてみましょう！ 

 

CORPUS.BYU.EDU(http://corpus.byu.edu/) に ア ク セ ス し 、 ”Corpus of Contemporary 

American English (COCA)”をクリックします。 

 

 

以下のページが出るので、“ENTER”をクリックすると… 
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以下のように、COCA が開けます。では、そのまま利用者登録をしてみましょう。画面右上の

“(REGISTER)”をクリックします。 

※利用者登録をしなくても、10～15 回程度の検索がかけられますが、すぐに登録を促す画面が現

れます。登録をすることで、コーパスを使い続けることが可能になるので、この機会に是非登録

してみましょう！ 

 

 

以下の登録画面が表示されます。 

 
まず、 

① ファーストネーム（名前） 

② ラストネーム（苗字） 

③ すぐに開くことのできる E メールアドレス（この後すぐに使います！） 

④ お好きなパスワード 
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を入力し、次に 

⑤ 自身の属するカテゴリー 

を選択します。 

※ここで、黄色または緑のカテゴリー（つまり、準研究者または研究者のカテゴリー）の中から

選択した場合は、“Organization（所属機関名）”、“Web page（自身の氏名が掲載されている所

属機関のサイトの URL）”、“Profile（簡単な自己紹介文）”も入力します。この場合、所属機関

の情報が承認され次第、検索・閲覧範囲が広がります。 

入力内容に間違いがないことを確認できたら、 

⑥ “SUBMIT”ボタンをクリックします。 

 

登録画面で入力した E メールアドレスに、“Register for corpus.byu.edu”というメールが届くの

で、そこに記載された該当する URL をクリックすれば、登録完了です。 

 

CORPUS.BYU.EDU を再度開き、COCA にログインします。 

 

ログインすると以下のような画面になります。画面中央あたりに、“OVERVIEW:○○(氏名)”と表

示され、その下には前回ログインした日時や、使用頻度など、簡単な履歴が表示されるようにな

っているので、毎回ログイン時に確認してみると良いかもしれません。 

 

 

 

では、“tablet”という単語を例に、各表示部の役割と、

基本的な検索方法をみていきましょう！ 
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以下のように、COCA は 3 つの表示部から成ります。 

 

① (黄色の囲い)…操作フレーム 

検索する語を入力したり、検索条件を設定したりします。 

② (緑色の囲い)…統計値フレーム 

検索語の頻度、ジャンルや年代別のグラフなどが表示されます。 

③ (紫色の囲い)…用例フレーム 

検索語の用例を表示します。（後述するヘルプページの表示もここです。） 

※上の写真は、“tablet”を CHART で検索し、全てのジャンルの用例を表示したものです。 

 

操作フレームはさらに細かく分かれているので、詳しくみていきましょう。 

 

  (A) [DISPLAY] 

検索結果が統計値フレームに表示さ

れる方法を選ぶところです。“LIST”

を選ぶと頻度情報や共起語リストが、

“CHART”を選ぶと上の②の写真のよ

うなグラフが、そして“COMPARE”

を選ぶと検索した 2 語の共起語リス

トが表示されます。そして、統計値フ

レームに表示された結果から語を選

んでクリックすると、その用例が用例

フレームに表示されます。尚、“KWIC”

を選ぶと統計値フレームは使用され

ません。今回は“CHART”を選びます。
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(B) [SEARCH STRING] 

検索文字列を入力するところです。“WORD(S)”（[DISPLAY]で“COMPARE”を選ぶとこの

ボックスが 2 つになります）のボックスには、検索する語句や、場合によっては検索ルー

ルを指定する様々な記号も一緒に入力します。“COLLOCATES”の文字をクリックすると

ボックスが出るので、検索文字列+特定の語句や文字列が共起する例を探す場合は、このボ

ックスに入力します。また、“POS LIST”も同様に、文字をクリックすることで、検索語の

品詞指定が可能になります。今回は“WORD(S)”のボックスに“tablet”と入力し、下の

“SEARCH”をクリックします。 

※“RANDOM”というボタンをクリックすると、検索例を無作為に選んでくれます。 

 

 

統計値フレームに、“tablet”に関するジャンル・年代別のグラフが表示されます。 

さらに、“SPOKEN”といったジャンル名や、年代の棒をクリックすると… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ統計値フレーム内に、 

放送局ごとの頻度情報を表す

グラフが表示されたり… 

用例フレームに、その年代の用例が表示さ

れます。さらに、用例の先頭部分をクリッ

クすると、その用例の詳細が表示されます。
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いろいろクリックしてみると、1990-1994 当初使用されていた“tablet”の意味と、2010-2012 で

使用された“tablet”の意味が異なることなど、面白い発見がたくさんありますね！ 

 

 

“tablet”の例では使用しませんでしたが、操作フレームの(C)、(D)についてもみてみま

しょう。 

 

(C) [SECTIONS] 

検索文字列の用例のジャンルや年代を、検索の時点で絞り込むところです。例え

ば、1 と 2 で異なるジャンルを選べば、その文字列のジャンル間での比較ができま

す。なお、選択肢は Ctrl キーを押しながらクリックすれば、複数個の選択が可能

です。 

 

(D) [SORTING AND LIMITS] 

ソートの基準や検出する際の最低値、及び用例を並べる順番の設定をするところ

です。 

 

以上が COCA の基本的な操作方法です。 

尚、用例フレーム右上のプルダウンメニューにも、“Brief tour”などといった詳細説明や検索例を

見ることができるものがあります。 
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入力上の注意 

 

’s, ’m, n’t, ’ll, , . !? を含むときに注意 

そのまま入力するとエラーになります 

(例) I’ll と入力して検索 

 

上記のものはそれぞれが一つの単語として扱われるため、半角スペースで区切りましょう。 

(例) I ’ll で再検索→成功！ 

 

新しく検索するときは必ず RESET をクリックするようにしましょう。 
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活用形を一括で検索する 

単語には複数形や過去形など様々な word form があります。 

(例)sleep と検索しても、sleeps, sleeping, slept の形は出てきません 

 

 

活用形を合わせて検索したいときは、単語を[]で囲むことでレマ化できます。 

(例)[sleep]と検索→活用形が全て出てきます 
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また、特定の活用形のみを検索したい場合は|で区切ります。 

(例)sleep|sleeping と検索→sleeps, slept は除外されます 

 

（’ve などの短縮形も元の語の word form として数えられるため、[have]などと検索すれば出て

きます） 

 

品詞を指定する 

複数の品詞としての用法がある単語があります。（shower, drink, time など） 

これらを品詞指定して検索するには、語の後に.[品詞タグ]をつければよいです。 

タグ 意 味 

ND1 方向を表す名詞の単数形 

NN 数の変化のない一般名詞 

NN1 一般名詞の単数形 

NN2 一般名詞の複数形 

NP 数の変化のない固有名詞 

NP1 固有名詞の単数形 

NP2 固有名詞の複数形 

VV0 一般動詞の原型 

VVD 一般動詞の過去形 

VVN 一般動詞の過去分詞形 

JJ 一般的な形容詞 

また、ワイルドカード*（任意の文字列を表す）を用いることで NN*と入力するなどして一般名

詞全体を検索することができます。 

また、これらのタグはレマ化と組み合わせて使うことができます。 
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(例)paints.[v*]で検索→動詞で三人称単数の paints 

 

 

 

(例)paints.[n*]で検索→名詞で複数形の paints 
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(例)[paint].[v*]で検索→活用形を含む動詞の paint 
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語と語の相性（コロケーション）を調べる 

○コロケーションの検索方法 

１．[LIST]表示を使用します。 

２．[WORD(S)]に中心となる語を入力します。 

 → ここに入力した語と共起する単語を集計することができます。 

３．[COLLOCATES]の文字列をクリックします。 

 → 入力ボックスが出現し、中心となる語と共起する語を指定できます。 

  ※ボックスを削除したい場合は、もう一度[COLLOCATES]をクリック。 

 → 指定する語が無い場合は入力しなくても構いません。 

４．[SERACH]をクリックし、検索を開始します。 

※[COLLOCATES]に何も入力しないと、 

 [*]が挿入されます。 

  → 「任意の単語」という意味 

 

※[COLLOCATES]の後の数字は、 

 中心となる語の左右に何単語検索 

するかを指定します。 

 

◆共起する語の品詞を指定する 

 [POS LIST]をクリック。 → 品詞一覧を含むリストが表示されるので、選択します。 
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○実践編 

◆動詞 challenge の後に来る名詞を調べ、どのような目的語が使用されるかを集計します。 

 

１．[LIST]を表示し、[WORD(S)]に[challenge].[v*]と入力します。 

 → 動詞として使用されている challenge のみを選択。 

２．[COLLOCATES]に[nn*]と入力します。 

 → 「全ての名詞を選択」という意味。 

 ※[POS LIST]から[noun.ALL]を選択すると自動入力されます。 

３．[COLLOCATES]の前の数字を０、後の数字を３に合わせます。 

 → challenge の前０語、後３語を検索という意味。 

  今回は動詞の後ろの語を検索するため、前は０に合わせます。 

  直後に名詞が来るとは限らないので、余裕を持って３で数えましょう。 

４．[SEARCH]をクリックし、検索します。 

 

 

 

 結果、以下のような結果が表示されます。 

 

  → challenge は student の他に authority や president、law や government といった権力を持つ

物を目的語に取ることが多い、という事が分かります。 
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○応用編 

◆動詞 challenge と共起する副詞を集計します。 

１．[LIST]を表示し、[WORD(S)]に[challenge].[v*]と入力します。 

２．前後３のスパンで[COLLOCATES]に[r*]（副詞）を指定し、検索します。 

 

 

 

  → also、more、even、never といった副詞と共起されることが分かります。 

 

◆名詞 challenge と共起する形容詞を集計します 

１．[LIST]を表示し、[WORD(S)]に[challenge].[n*]と入力します。 

２．前１・後０のスパンで[COLLOCATES]に[j*]（形容詞）を指定し、検索します。 

 

 

 

  → biggest、new、real、greatest といった形容詞と共起されることが分かります。 

 

○教育への応用 

 生徒の英作文中の表現をチェックする事ができます。 

 

“I am interested in calligraphy, and I like playing ball games. So I would like to 

challenge something like that.” 

 

この生徒は calligraphy や ball games に対して challenge という語を用いています。 

しかし実践編で用いた結果を 100 位まで観察しても、challenge の後にスポーツや文化的活動

を表す語は現れません。 

ここから辞書には challenge は「挑戦」「挑戦する」という意味が載っていますが（ジーニア

ス英和大辞典）、どのような目的語に対しても「挑戦」という意味で challenge を用いる事はで

きるという訳ではないという指導を行なう事ができます。 
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類義語の使い分けを調べる 

 

互いに意味が類似した言葉でも、共起語は異なります。 

Compare を使い両者の共起語を調べることで、類義語の使い分けをすることができます。 

 

★ 今回は例として Start と Begin の相違を調べてみましょう 

 

① 操作フレームで検索モード [COMPARE] を選びます 

 

 

 

② [COMPARE]を選ぶと[WORD(S)]のボックスがもう一つ追加されるので、一方に start もう

一方に begin を入れます 
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③ [COLLOCATES] には[nn*](一般名詞)を指定し、前 0・後 4 のスパンで設定します 

→直後のみを集計する場合は前 0・後 1 となりますが、名詞の場合、冠詞や修飾語が入ること

があるので少し余裕を持って後 4 としておくのがよいでしょう 

 

 

 

④ SEARCH をおすと結果が表示されます。 

 

 

 

 

すると… 
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Start には menu, finish, buttom など、begin には clip, video などが共起することが分かります。 

 

 

また、それぞれの結果から詳しく見たい語をクリックすると… 
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このように Compare を使うことで、類義語を使い分けることができます。 

また、生徒の作文指導などでこの機能を使用することで、より自然な単語を使った文

章にすることも可能です。 
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ある単語と同じように使える別の語を探す 

 

入力方法： 

[LIST]表示で[WORD(S)]のボックスに[=hard]のように[=keyword]で検索語を入力します。 

 

例① improve my ability → improve 以外に使える動詞はないのでしょうか 

[=improve] my ability と入力すれば develop, expand, enhance が見つかります。 

 

 
 

例② improve my ability この用語の類義語を調べます。 

[=improve] my [=ability] と入力すれば以下の用語が見つかります。 

Develop my talent 

Improve my ability など 
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例③ improve my ability  [[=improve]].[v*] my [n*] と入力します。 

 

※ [improve].[v*]：improve のすべての動詞活用形 

   [=improve]].[v*]：improve(のすべての活用形の類義語 

すなわち、動詞 improve のすべての活用形の類義語で、そのあとに my の付く名詞(my [n*])を

目的語にとる表現を調べることができます。 

 

「何がどのように良くなるか」という意味を以下のように表現できます。 

Enriched my life 

Improved my health 

Enrich my life 

など 

 

 

 


